
次 の 当面 の 目標

超 立方体

( ハミング スキーム H (n 、
2 ) )

上 の Found Analysis
and apple.fions



Section 8 : Und functions .

設定 : G :

afinitogmpmahomgen.ms
G - set .



Section 8.li Isotwpy Subgroups .

Bop 8.1.1 i 各 つ( EM について

G に 3 g EG 1 g つに っし {

CG

は G の 部分引
G の が M における isotropysv.fmp .



Ex 8.1.2 :

回転 The

G - 弘z て M ?= regular n Jon
の と さ

Gた ? 。 { ( も っ( EM )
G 2M は isotopy.free

( or Simple - transition )

Rem

imdtipl.ci/y-freenisotropy.free
⇒ G は 可換 かつ

Fourin - transf が簡単
"

( 後 で みる )



Ex 8.1.3 i
Section 7

G に 5が しなが て M : 二 など

について

つ( = ( 1
,

. .

,
1 ) EM と おく と

ぐ こ ) は、 0 ) 1 0 Eの 4

に En )
.

この 場合
Rem i G てM は mnkiplicity.free

( 後でみる )

だが isotropy.free では ない 、



Bop 8.1.4 : a . 4 EM を fix

g t G with ga こと
も fix

この とき GY = gdj '

Bop 8.1.5 : x E M を 杁

%x → M は 全単射

g だ ↳ gx

( Honeymeans Spaceの coset 表示 )



Thin 8.1.6 ( 使わ ない )

G : a t.it groups

4 Hang .
G -

SpacesY 、
i

is。抑も T coset も い 1 適切 な 同値

{ G の 部分群 ツ共役



Section 8.2 : and functions

設定 : a EM

Def fc2.li た ビ が zone of x
- restrict

この 講義 だけ かも ・ ・ ・

← 〉 もged.g.fi fdef
nrrih 3.3.3 )

ie.lt 4 EM
.

f (54 ) = f(ソ )
_



Def 8.2.2 :

EY : = } f e d l fr and
an 4

c EM

Bop 8.2.3 : ¢が は ビ の subspG

Bop 8.2.4 :

か、 YEM.ge G with gが Y

( こっい て

GM =

g くれ

こう gf 1 fe と



Ex 8.2.5 : G = 弘z 2 Mi 2 th regular
n Jon

の とき G? = EM (もつ(EM )

Ex 8.2.6 :

Section
'

7

G = Jn に しなが で M :こくが

つ( i = ( 1、 い 、
1 ) EM の とき

GRI 1 (s, o ) 10 E Tn と

かっ V4 Eがな

|心
、
= 1 だ どけしどい

こ fいないい ない)



ひこ ろ の とえ

がり

i。 。

。

f E
州
や 同じ 色 は 同じ 値



群作用 について の 補足定義

H を 群

N を 集合 d .

H で N を 群 作用 とする ( Section 2 J

Bop 8.2.7 i N 上 の 2項関係
つし て Y 節

ヨ h EH st . h ・ x = Y

( a . Y ト N )
は 同値 関係

Def 8.2.8 : 上 で定め た ~ の 各同値類

を それぞれ H - orbit in M という
.

また 商集合 を H \ N ( ie.tt orbit 全体
の 集合 )

の よう に書く
、



で ろ さ 1 P について①
、いい つ(

o o

がとが G

。
。

。 。

。

。

各 色 = 各 orbit



Thin 8.2.9 i

dim 段 = # (Ei \
M )

min
1 G" orbits in MY

Pf : 各 PE Ei IM について
nn

a Ei orbit inM

( YE P )も
p

: M → Q
. Y 1→ すし

しと 邨 」

とおく と

イ Xp 1 PE Ei IMI は CI? の 基底 となる

(詳細 略 )



Section 8.3 i Shion Scheme

Def 8.3.1 i
dig

作用 G て
M × M を

g ( a . y ) : = (gn 、 gy )

( go.G.mil EM )

によって 定める
、

Def 8.3.2 i

I に Kg GYM
M

R : M × M → I ( 自然 な 射映)
とおく

。

また I 。 i = ういいし ) に EMI は とおく
.



Def 8.3.3 :

fr
距離関数モドキ

、

( M
,

R : M × M → I ) を

~

F Schurian Scheme

ahongen.ms と 呼ぶ
G - Space



Bop 8.3.4 : R : M ×M → I は

dig.G.inumap

( i.e . R ( っいと ) = Rぱばし り
た

、とM . YE G

Bop 8.3.5

Tia set
a

T : M × M → Z : dig.G.inv
map

( i. e . F ( a . y ) = F (ga.gg I

た
、とM . YE G |

M × M BI

が試
( R は M ×M 上 の digondG.invmap )

について Universal



lzf 8.3.6 ! 各 i E I について

Ki : =

# くしか
、

ソルがM 1 R (x .4) = i {

# M

Def 8.3.7 :

ぐ : = } f : I → e }

し
、
) z た ビ の Henri t.in inner.prod

を

( f . h ) i = If ( i ) T Ki
i EI

( f
,
ha ビ ) で 定める

。



Ex 8.3.8

Ei 弘を
2 Mi - the regular non

の とき

M × M BI E
( Ph . Ph )も

。 に し
1、弘を 10 ]

lli - k ]
i.e .

( I = 弘を と みなし て OK )
また Ki ン I (TI )



Ex 8.3.9

G : こ Tn に しなが て M : こ はげ
のと2

.

M × M
や I i

。

4 I
( つし 、 4 )

21
\」 、 。 . .

.
n 4

0

で
# 3 s = t.in し た もとs l

the Hammiy distane

し た I = } o
、

、 、

、
n と

R ( a . 4 l = # 3 に 1.in しかも Yi l )
と思っ て OK

また Ki = ( 7 )



Section 8.4 : Pi (a)

設定 : a EM

記号 : GT = } gc Glg っに っし と
、

叶 8.4.1 : 各 i EI について

Pi (x ) i = } YE M 1 R (x .4 ) = i 4 CM

と おく
、



Bop 8.4.2 :

(1) Pi 。 H ) = H 4

(2) M = H Pi に )
iは

(3) G
" IM = 11? いい 1 i EI 4

(4 1
Ei EI 、

# Pi は ) = Ki に 武 # 1 ( Y .が M ×MI

RH .
z) i り

pf : al 、 ( 2 1 は 略
。

(3) を 示す : (2 ) より 以下 を 示せ ば OK
.

⑤ も i は
、
Pi (x ) は Et orbit .

If I を fix



⑤ Pi に ) は d - orbit

① YE G? も Yf に いい

g. YE Pi にい

③ もと
、
と E Pi に ) 、

なげ 、 g. y 、
= 42

① を ふす i g E G
"

、 YE に は ) を fix.

⑦ Mayy ) = i

⑤ = RH . g 4 )

一、 Rばか と ) ( R は digG.in
= R (かい gi G"
ン I ン 1万〇

① が 示された



② を 示す i Y 、 、 そく たいいそ たx .

R ( x .
と、 ) = i = R ( ついに )

、

R の 足数 から

な e G .
(gx.gl 、 ) = (かた )

特に g っに かかっ gど た
ー

や
g e G

"

②が 示された
、



(4) を 示す i で EI を fix.

⑤ # Pi は ) = Ki

ie 世× )世に いい )

= # し に、4 ) EM ×M (

RH . Y ) = i {

以下 を 示せ ば よい

○示す しか 4 ) に EM
.
YE Pi (っいと

= くいいし ) 1 RH .4 に i {

Pi は ) の 足義 から 分かる
。

国



以下 を 示せ ば 「令 :

Lemona 8.4.3 :

か
、

つ(z E M に つい て

# Pi いい = # Piしか

Pf of Lemon 8.4.3

か、 もで M を fix

g t G st . g か こ た そ 杁
( G 2 M : transt.ie)



⑦ にいい =

g Pia )

YE Pi にい )

き R し た
、
Y ) = i

⑦ Rlgな 2 . gを っこ i

E) R しか
、 jy ) = i

jy e Pia )

や YE g Pia )

回



「で がい

!ら。
。

k。= 1

jD. 、
B に ) は いり

なし に3



Section 8.5 : et et
、

設定 : a EM

記号 : GT = } gc Glg っに っし と
、



Drop 8.5.1 :

各 ft ビ について

f : M → G .
Y 1→ f ( R (がい )

と する と Fe (な
、

Pf : f c ビ を fix.

⑦ た 、

し i.e.yc.es?gtTie.YaG.tycM.なを )減」
.

g E GT
, Y c M を 十 ix.

⑤ = 拓を ) 派2 ( っぽと ) )
こ ftp.lgn.y 」 )

で R は G.in )
= f ( RH . 4 1 ) い)
こ 扒 ) =⑤ 国



Thin 8.5.2 !

Linearビ → 殴
f 1→ f

は
ISO

metvicisowrphisw.pt
: Check !

線型 性

等長 性 (→ 単射 )
全射性

線型 性 は 省略
。



等長性 について

⑤ The d ,

l ( f . h ) エ = (がれ

⑧ = げ Du

ニ 忌扑いん
両

二 蝱f ( Ray ) )
ん はし両

二 辰焱が蜊りんに胡

こ 長磊がいん ( i )
= 垚抦ん に泜 = ⑤

Pro
p
8

、
4

.

2



全射性 について

以下 を 示せ ばな

⑤ dimd = dim

⑤ = # I

⑤ = # IM ) ( Thin 8.2.9 )

Bop 8.4.2 (2 ) 2 (3 )

より

ERM = 3 l? しかし iはとがる
よって # EM ) = # I

囮



Ex 8.5.3 i

HM . 2 )
の 場合

つ( = ( l i , I )

I = 3 0
、
1
,

- i

、
U 4

( Ki = (i ) )

心 → 頃
t 、→ f : M → G

Y け 払 、興
Ray )


